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□ 以下の問1と問2に答えなさい。(100点）

問1 次の文章は， 1962年に書かれた論考である。 コー トハウスとは， 敷地の外周を塀や建築物で閉ざし， 内部に庭を設けた住

宅の形式である。この文章を読み， コー トハウスの形式的な特徴を中心に400字以内に要約しなさい。

（著作権の関係で不掲載）



（著作権の関係で不掲載）
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している。）

（出典：西沢文隆著『コ ー トハウス論』，新建築1962年 10月号，新建築社，1962年，ただし，出題の都合上，原文の一部を変更

（著作権の関係で不掲載）



注

I)男子が自分を指す． へりくだった言い方

2)京都にあった旧制第三高等学校

3)ふだん， つね日ごろ

4)黄土を焼いて作る赤色の顔料

5) スペイン ・ アンダルシアの都市

6)バルコニ ー

7)池や川などの水を使わず石や砂などにより山水の風景を

表現する庭園様式

8) 露路， 茶室に付随する庭
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9)建物と建物をつなぐ廊下

10)土足で上がる縁側

11)薄くて細長い羽根板を平行または格子状に組み， 開口部

などに設けて視線や風 ・ 光の方向を調整するスクリ ーン

12)考えや状況が一つの方向に向かっていくこと

13)状況がめまぐるしく変化すること

14)庭園外の景物を庭園の風景として取り入れる造園技法

15)中国に由来する目隠しの独立塀
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問 2 次の図 1 と写真 1 から写真 3 は， 1961 年に建てられた「正面のない住宅」（設計：坂倉準三建築研究所大阪支所）である。

この住宅において， 問lの論考に述べられたコ ー トハウスの特徴がどのように具現化されているか， 400字以内で具体的に説

明しなさい。

図l 

（著作権の関係で不掲載）



写真l 写真2 写真3 

（出典：新建築1961年1月号， 新建築社， 1961年， ただし， 出題の都合上， 一部を変更している。）
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（著作権の関係で不掲載）
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ビ| 以下の問 1 から問3 に答えなさい。 (50 点）

問l 次の文章を読み， 300 字以内（日本語）で要約しなさい。

（著作権の関係で不掲載）



（出典： The Japan Times Alpha, OCTOBER 18, 2019, ただし， 出題の都合上， 原文の一部を変更している。）

注） Merlion: マ ー ライオン， mythical: 神話上の， zoologist: 動物学者， reference to -: --との関連 Sang Nila Utama : サン

グ・ ニラ ・ ウタマ（人名）， Srivijaya: シュリ ー ヴィジャヤ王国 Sanskrit: サンスクリット語， thriving: 繁栄している，

mandatory: 義務的な， gimmick: 仕掛け， be demolished : 取り壊される， adjacent: 隣接した， make way for -: -に道

を譲る， thoroughfare : 大通り， anchor: しっかりととどめておくもの， give - a new…life : -をよみがえらせる
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（著作権の関係で不掲載）
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問2 次の文章を読み， 150字以内（日本語）で要約しなさい。

（出典： The Asahi Shimbun/ Special to Asahi Weekly, December 10, 2019, ただし， 出題の都合上， 原文の一部を変更している。）

（著作権の関係で不掲載）



注） Kawagoe: 埼玉県川越市， Koedo Kawagoe : 小江戸川越， geared toward : に向けた， fathom: 推測する， sci-fi movie : SF 

映画 witness: 目撃する， wrap one's head around : 理解する， preserve: 保存する， vibe: 雰囲気， bona fide : 真実の，

bygone: 過去の， prosper: 繁栄する， commodity: 商品， warehouse: 蔵， Kurazukuri Street : 蔵造り町並み， power line : 

電線， exceptionally: 非常に， picturesque: 絵のような

問 3 観光地開発と歴史的な建築物などの保存は泄界的なテ ー マとなっている。問 l と問 2 の文章中の都市以外で具体的な都市

（国内外を問わない）をー カ所取りあげ， 近年何が課題となっているのか， その課題をどのように解決すべきか， 300 字以内

（日本語）で論じなさい。
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ビl 以下の図lは， 全国の20歳以上に対し，(a)高齢期と(b)子育て期について， 住まいの立地として最も重視する点， 2番目

に重視する点を選択肢からそれぞれ1つ回答を得た結果である。 ただし， 選択肢「その他」「とくにない」「2番目はない」「わか

らない」を省略した。 図1より読み取れる特徴と， その特徴に関するあなたの考えを 合わせて800字以内で論じなさい。

(50 点）

住み慣れた場所であること

日常の買い物など＇ 生活の
利便性が高いこと1-·;·,-,.;:·;唸ゾ・/.,;ニ

高齢者向けの医療施設など， 福祉
サービスが充実していること 1 ,··,

近所に子どもや親族がいること

駅などの公共交通
施設に近いこと

自分が生まれた場所， または，
かつて住んでいたこと

近所に友人や知人がいること

緑地や公園など， 自然環境に
恵まれていること

大都市の利便性が享受できる
都心などの地域であること

海外（日本国外）であること

（一最も重視

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

回答率 ［％］ 

二:) 2番目に重視 l

住み慣れた場所であること

近所に親や親族がいること

日常の買い物など， 生活の
利便性が高いこと

治安が良いこと

保育所など， 子育て支援施設
が充実していること

駅などの公共交通
施設に近いこと

通学に便利であること

緑地や公園など， 自然環境に

（有効回答数1,627件）

恵まれていること•··...

職場に近く， 通勤
時間が短いこと

0 5 10 15 20 25 30 35 40 

回答率 ［％］ 

(a) ご自身の高齢期の住まいを決める場合（決めた場合を含む） (b)子育てをする場合（している・終えた場合を含む）

図1 住まいの立地として最も重視する点と， 2番目に重視する点の回答率



（出典：国土交通省土地・建設産業局企画課『平成30年度「土地問題に関する国民の意識調査」の概要について』， 2019年， ただ

し， 出題の都合上， 一部を変更している。）
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